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大
正
浪
漫
と
民
藝
運
動

　

二
五
〇
年
近
い
鎖
国
を
維
持
し
て
き
た
江
戸
時
代

も
末
期
に
な
る
と
、
黒
船
と
名
付
け
ら
れ
た
欧
米
諸

国
の
汽
船
が
到
来
し
、
日
本
に
開
国
を
要
求
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
開
国
し
て
み
る
と
彼ひ

が我
の

巨
大
な
格
差
が
明
瞭
に
な
り
、
文
明
開
化
、
脱
亜
入

欧
な
ど
の
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
官
民

は
先
行
す
る
西
欧
を
必
死
に
追
跡
し
た
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
は
法
律
、
科
学
、
技
術
、
芸
術
な
ど
広
範

な
分
野
に
つ
い
て
、
先
進
諸
国
か
ら
多
数
の
学
者
や

技
師
を
高
給
で
招し

ょ
う
へ
い聘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
御
雇
外
国
人
と
総
称
さ
れ
る
人
々
の
延
数
は

明
治
時
代
初
期
の
二
〇
年
間
で
政
府
雇
用
が
約
六
二

〇
〇
人
、
民
間
雇
用
が
約
一
万
二
五
〇
〇
人
で
あ
り
、

科
学
や
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
や
行
政
の
分
野

も
幅
広
く
対
象
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
給
与
も

一
部
は
大
臣
を
上
回
る
高
給
で
あ
り
、
出
遅
れ
た
日

本
の
危
機
意
識
を
明
瞭
に
反
映
し
て
い
た
。
こ
の
戦

略
は
上
手
く
機
能
し
、
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
の
勝

利
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
短
期
で
日
本
を
強
力
な
国

家
に
改
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

芸
術
分
野
も
同
様
の
傾
向
で
あ
り
、一
八
八
七（
明

治
二
〇
）
年
に
国
立
の
東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽

学
校
が
創
設
さ
れ
、
外
国
か
ら
教
師
を
招
聘
し
、
邦

画
や
邦
楽
よ
り
も
洋
画
や
洋
楽
を
中
心
と
し
た
教
育

を
し
て
き
た
が
、
一
九
一
〇
年
代
に
な
っ
て
年
号
も

明
治
か
ら
大
正
に
な
る
と
、
そ
の
熱
気
か
ら
冷
静
に

な
り
、日
本
の
伝
統
文
化
や
独
自
技
術
を
見
直
す「
大

正
浪
漫
」
と
い
う
風
潮
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
の
代

表
が
全
国
各
地
に
根
差
す
日
本
独
自
の
芸
術
を
再
興

す
る
民
藝
運
動
で
あ
る
。

雑
誌
『
白
樺
』
の
創
刊

　

こ
の
民
藝
運
動
を
推
進
し
た
中
心
の
一
人
が
柳
宗

悦
で
あ
る
。父
親
は
武
士
階
級
出
身
で
一
八
七
〇（
明

治
三
）
年
か
ら
海
軍
に
奉
職
し
て
海
軍
少
将
に
ま
で

昇
進
し
た
柳
楢な

ら
よ
し悦

で
あ
り
、
そ
の
三
男
と
し
て
一
八

八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
東
京
で
誕
生
し
た
宗
悦
は

学
習
院
初
等
科
に
入
学
、
さ
ら
に
中
等
科
に
進
学
す

る
が
、
そ
こ
で
作
家
と
し
て
有
名
に
な
る
武
者
小
路

実
篤
や
志
賀
直
哉
と
交
友
関
係
が
で
き
て
芸
術
分
野

に
関
係
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
高
等
科
に
進
学

し
て
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。

　

そ
の
中
等
科
に
在
学
し
て
い
た
一
九
一
〇
（
明
治

四
三
）
年
に
、
武
者
小
路
や
志
賀
と
と
も
に
同
人
雑

誌
『
白
樺
』
の
創
刊
（
図
１
）
に
関
係
す
る
が
、
そ

こ
に
「
近
世
に
お
け
る
基キ

リ
ス
ト督

教
神
学
の
特
徴
」
と
い

東
京
大
学
名
誉
教
授　

月
尾
嘉
男

［
第
十
七
回
］
日
用
雑
器
を
民
藝
に
変へ

ん
ぼ
う貌

さ
せ
た　

柳や
な
ぎ

宗む
ね
よ
し悦

【
連
載
】『
凛
々
た
る
人
生
』

   　

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─
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年
か
ら
は
東
洋
大
学
教
授
に
就
任
、さ
ら
に
二
一（
大

正
一
〇
）
年
か
ら
は
明
治
大
学
予
科
で
も
講
義
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の

関
東
大
震
災
の
翌
年
に
京
都
に
転
居
し
た
。

魅
了
さ
れ
た
民
衆
の
工
藝

　

京
都
に
移
転
す
る
以
前
の
一
九
二
四（
大
正
一
三
）

年
一
月
、
宗
悦
は
友
人
の
故
郷
の
山
梨
を
訪
問
し

荒
々
し
い
手
彫
り
の
仏
像
に
出
会
っ
た
。
作
者
は
山

梨
出
身
で
江
戸
後
期
に
全
国
を
行
脚
し
、
各
地
で
仏

像
を
制
作
し
た
木も

く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

喰
上
人（
一
七
一
八―

一
八
一
〇
）

と
い
う
行
者
で
あ
る
。
全
国
に
七
〇
〇
体
以
上
が
現

存
し
て
い
る
が
、
円
空
の
仏
像
と
も
相
通
ず
る
ノ
ミ

の
痕
跡
も
明
瞭
な
木
像
（
図
３
）
で
あ
り
、
こ
れ
に

魅
了
さ
れ
た
宗
悦
た
ち
は
全
国
を
行
脚
し
、
三
年
で

三
五
〇
体
の
木
喰
の
仏
像
を
発
見
し
た
。

　

四
月
に
一
家
で
移
転
し
た
京
都
で
も
将
来
の
活
動

の
契
機
と

な
る
出
会

い
が
あ
っ

た
。
一
般

の
人
々
が

自
身
で
生

産
し
た
野

菜
や
自
身

で
制
作
し

た
竹
籠
な
ど
の
雑
貨
を
神
社
の
沿
道
で
販
売
す
る
朝

市
が
近
所
で
開
催
さ
れ
、
物
珍
し
さ
か
ら
何
度
も
見

物
に
出
掛
け
た
宗
悦
は
丹
波
地
方
の
農
家
の
女
性
が

自
身
で
織
り
あ
げ
た
「
丹
波
」
と
名
付
け
ら
れ
た
素

朴
な
布
地
に
魅
了
さ
れ
て
購
入
し
、
ま
た
不
要
に
な

っ
て
朝
市
で
安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
る
陶
器
や
雑
器

も
数
多
く
購
入
し
て
蓄
積
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
活
動
に
共
鳴
し
た
の
が
陶
芸
作
家
の
河
井
寛か

ん

次じ
ろ
う郎
と
濱
田
庄
司
で
あ
り
、
三
人
は
全
国
の
木
喰
の

う
論
文
を
投
稿
し
、
そ
れ
を
契
機
に
宗
教
や
神
学
に

関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
に
進
学
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
宗
教
を
研
究
す

る
こ
と
を
疑
問
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
科
学
を
対
象

と
す
る
こ
と
に
転
換
し
、翌
年
に
は
『
科
学
と
人
生
』

と
い
う
最
初
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。

　

宗
悦
は
『
白
樺
』
の
創
刊
に
関
係
し
た
仲
間
と
と

も
に
近
代
彫
刻
の
父
と
さ
れ
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ

ダ
ン
（
図
２
）
に
傾
倒
し
、『
白
樺
』
で
「
ロ
ダ
ン

第
七
十
回
誕
生
記
念
号
」
発
刊
、
そ
こ
に
「
宗
教
家

と
し
て
の

ロ
ダ
ン
」

と
い
う
論

文
を
発
表

し
た
。
そ

の『
白
樺
』

と
江
戸
時

代
の
浮
世
絵
三
〇
点
を
ロ
ダ
ン
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
、

感
激
し
た
ロ
ダ
ン
か
ら
直
筆
の
礼
状
と
と
も
に
三
点

の
彫
刻
作
品「
ロ
ダ
ン
夫
人
胸
像
」「
あ
る
小
さ
な
影
」

「
巴
里
ゴ
ロ
ツ
キ
の
首
」
が
贈
呈
さ
れ
る
と
い
う
異

例
の
展
開
と
な
っ
た
。

　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
翌

年
に
以
前
か
ら
交
際
し
て
い
た
中
島
兼
子
と
結
婚
し

て
親
戚
が
生
活
し
て
い
た
千
葉
県
我
孫
子
に
転
居
し

た
と
こ
ろ
、『
白
樺
』
の
仲
間
の
武
者
小
路
や
志
賀

も
移
住
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
一
種
の
芸
術
集
団

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
（
大
正
八
）

図 1 雑誌『白樺』創刊号（1910）

図
3 

木
喰
上
人
に
よ
る
仏
像

図 2 Ａ・ロダン（1840-1917）
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藝
作
品
を
常
設

展
示
す
る
構
想

も
浮
上
し
た
が

実
現
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
次

第
に
自
力
で
展

示
施
設
を
建
設

す
る
方
向
に
転

進
し
、
そ
の
一

歩
と
し
て
三
一

（
昭
和
六
）
年

に
は
雑
誌
『
工
藝
』
を
創
刊
、
三
四
（
昭
和
九
）
年

に
は
活
動
母
体
と
な
る
日
本
民
藝
協
会
を
設
立
し
た
。

　

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
大
原
孫
三
郎
で
あ
る
。
大

原
は
江
戸
時
代
か
ら
岡
山
県
倉
敷
村
一
帯
の
地
主
で

庄
屋
で
も
あ
る
名
家
の
子
孫
で
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
に
一
家
が
経
営
し
て
い
た
倉
敷
紡
績
の
社

員
寮
内
で
感
染
症
が
蔓
延
し
て
何
名
か
の
社
員
が
死

亡
す
る
事
件
が
発
生
し
、
社
長
で
あ
っ
た
父
親
の
孝

四
郎
が
辞
任
し
た
た
め
後
継
と
な
っ
た
。
就
任
直
後

か
ら
社
員
の
労
働
環
境
の
改
善
、
福
利
厚
生
の
充
実
、

工
員
社
宅
の
建
設
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
異
例
の
社

員
を
厚
遇
す
る
経
営
を
実
施
し
た
名
経
営
者
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
も
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
大
原
奨

農
会
農
業
研
究
所
、
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
倉

敷
労
働
科
学
研
究
所
、
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に

は
倉
敷
中
央
病
院
な
ど
を
設
立
し
て
い
く
が
、
三
〇

（
昭
和
五
）
年
に
大
原
美
術
館
を
開
設
し
た
（
図
５
）。

仏
像
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
精
神
と
相
通
ず

る
各
地
に
あ
る
日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
て
い
る
雑
器

に
魅
了
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
雑
器
を

発
見
す
る
た
め
に
三
人
が
紀
州
を
旅
行
し
て
い
る
と

き
に
議
論
し
、
西
欧
の
民
衆
社
会
に
根
付
く
「
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
」「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
か
ら
「
フ
ォ

ー
ク
ア
ー
ト
」
を
連
想
、
民
衆
の
工
藝
を
短
縮
し
て

「
民
藝
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
従
来
の
貴
族
社
会
や
上
流
社
会
か
ら
誕
生

し
た
芸
術
で
は
な
く
、
庶
民
生
活
で
日
常
使
用
さ

れ
る
生
活
用
品
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ

り
、
こ
れ
を
社
会
に
広
範
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
一

九
二
六
年
に
前
出
の
三
人
以
外
に
陶
芸
作
家
の
富
本

憲
吉
が
参
加
し
て「
日
本
民
藝
美
術
館
設
立
趣
意
書
」

を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
一
般
に
も
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

東
京
銀
座
の
鳩き

ゅ
う
き
ょ
ど
う

居
堂
で
「
日
本
民
藝
品
展
覧
会
」
を

開
催
し
、「
民
藝
」
と
い
う
言
葉
が
正
式
に
社
会
に

発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
民
藝
協
会
の
創
設

　

そ
れ
以
前
に
、
宗
悦
が
民
藝
に
関
心
を
集
中
す
る

よ
う
に
な
っ
た
契
機
が
あ
る
。
一
九
一
四（
大
正
三
）

年
に
陶
磁
器
研
究
家
の
浅
川
伯の

り
た
か教
が
ロ
ダ
ン
か
ら
宗

悦
に
贈
呈
さ
れ
た
彫
刻
を
見
学
に
来
訪
し
た
と
き
、

当
時
は
そ
れ
ほ
ど
高
価
で
は
な
か
っ
た
朝
鮮
の
季
朝

の
磁
器
を
御
礼
に
持
参
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が

契
機
と
な
っ
て
宗
悦
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

に
雑
誌
『
白
樺
』
に
「
朝
鮮
民
族
博
物
館
設
立
計
画
」

を
発
表
し
、
三
年
後
に
ソ
ウ
ル
に
「
朝
鮮
民
族
美
術

館
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
体
験
が
民
藝
美
術
館
の
設

立
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
図
４
）。

　

そ
し
て
一
九
一
七（
大
正
六
）年
に『
白
樺
』に
「
白

樺
美
術
館
設
立
趣
意
書
」を
発
表
す
る
が
、関
東
地
震

に
よ
り
頓
挫
す
る
。二
九（
昭
和
四
）年
に
は
東
京
帝

室
博
物
館（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）の
館
内
に
民

図 4  朝鮮民族美術館（1924）

図 5 大原美術館
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そ
の
よ
う
な
精
神
を
反
映
し
、
宗
悦
は
日
本
民
藝

館
内
に
展
示
す
る
容
器
に
つ
い
て
、
自
分
の
収
入
の

範
囲
で
自
分
の
趣
味
に
合
致
す
る
雑
器
を
購
入
し
て

家
庭
で
使
用
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
民
藝
館
内
で

展
示
し
、
ま
た
家
庭
に
回
収
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。

実
際
に
宗
悦
の
三
男
が
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
煮

物
の
容
器
が
見
当
た
ら
な
い
と
、
そ
れ
が
民
藝
館
内

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
家
庭
に
戻

っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

民
藝
と
名
付
け
た
理
念
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

宗
悦
は
自
身
の
家
庭
や
財
産
に
つ
い
て
も
独
特
の

哲
学
を
実
践
し
て
い
る
。
還
暦
に
な
っ
た
時
点
で
家

屋
と
と
も
に
所
蔵
し
て
い
た
大
量
の
陶
器
や
蔵
書
な

ど
す
べ
て
を
日
本
民
藝
協
会
に
寄
付
し
た
。
そ
し
て

三
人
の
子
供
に
財
産
は
す
べ
て
寄
付
し
た
か
ら
遺
産

は
な
い
と
伝
達
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
実
際
に

弟
子
た
ち
に
は
陶
器
や
書
物
を
気
前
よ
く
贈
呈
し
て

い
た
が
、
子
供
た
ち
に
は
何
物
も
贈
与
し
な
か
っ
た
。

自
分
の
進
路
は
自
分
で
開
拓
し
ろ
と
い
う
教
育
を
見

事
に
実
践
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
秋
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
「
民

藝
の
一
〇
〇
年
」
と
い
う
企
画
展
示
、
さ
ら
に
昨
年

春
に
世
田
谷
美
術
館
で
「
民
藝
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
・
美

は
暮
ら
し
の
な
か
に
あ
る
」
が
開
催
さ
れ
、
民
藝
が

話
題
に
な
っ
た
。
一
般
に
芸
術
は
高
尚
な
も
の
、
一

部
の
関
心
あ
る
人
々
の
も
の
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、

普
通
の
人
々
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
活
動
や
作
品

を
芸
術
の
視
点
か
ら
評
価
し
た
民
藝
に
は
芸
術
の
範

囲
を
拡
大
し
た
功
績
が
あ
る
。
現
代
は
開
拓
し
た
宗

悦
た
ち
の
見
識
を
評
価
す
る
絶
好
の
時
期
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
画
家
の
児
島
虎
次
郎
を
西
欧
に
派
遣
し

て
購
入
さ
せ
た
当
時
の
大
家
の
傑
作
が
展
示
さ
れ
た
。

モ
ネ
の
「
睡
蓮
」、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
「
か
ぐ
わ
し
き

大
地
」
な
ど
と
と
も
に
、エ
ル
・
グ
レ
コ
の
傑
作
「
受

胎
告
知
」
な
ど
現
在
で
は
入
手
で
き
な
い
傑
作
が
収

集
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
〇
年
目
に
し
て
見
直
さ
れ
る
民
藝

　

こ
の
大
原
か
ら
一
〇
万
円
の
経
済
支
援
も
あ
り
、

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
東
京
都
目
黒
区
駒
場

の
閑
静
な
地
域
に
あ
る
自
邸
に
隣
接
す
る
敷
地
に
開

館
し
た
の
が
「
日
本
民
藝
館
」
で
、
宗
悦
が
初
代
館

長
に
就
任
し
た
（
図
６
）。
こ
こ
に
は
宗
悦
や
仲
間

が
全
国
各
地
で
収
集
し
て
き
た
雑
器
と
と
も
に
、
前

述
の
浅
川
伯
教
が
収
集
し
て
き
た
朝
鮮
の
焼
物
も
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
開
館
記
念
で
は
仲
間
の
濱
田
、

河
井
、
富
本
、
芹
沢
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
た
「
現

代
作
家
工
藝
品
展

覧
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

こ
こ
の
展
示
の

特
徴
は
歴
史
に
記

録
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
由
緒
あ
る

名
品
や
有
名
作
家

が
制
作
し
た
高
価

な
作
品
で
は
な
く
、

一
般
の
家
庭
の
日

常
生
活
で
使
用
さ
れ
て
い
る
雑
器
で
あ
り
、
宗
悦
が

雑
誌
『
工
藝
』
に
発
表
し
た
文
章
を
要
約
す
る
と
「
実

用
を
目
的
と
し
た
容
器
は
健
康
で
平
穏
な
性
質
で
罪

深
い
作
品
は
な
い
。
一
方
、
名
品
に
は
作
家
が
自
分

の
名
前
を
顕
示
す
る
気
配
や
風
雅
を
目
指
す
意
識
が

色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、
健
康
な
品
物
は
例
外
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。

図
６ 

日
本
民
藝
館


